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言語文化研究所の活動の概要
1.1∞9年度の調査研究
(1)小学校国語科教科書の語彙調査
この研究は、小学校国語科教科書に使用されている語彙を調査すること
によつて、現在の語彙教育上の問題点をさぐるとともに、国語教育に関す
る基礎資料を得ることを目的とする。
今年度は最終年度であり、教材の性格 (文学教材、作文教材、言語教材
などの違い)と語彙との関連について分析を行った。この結果については
近い将来にまとめたものを公表する予定である。
(2)学生の言語意識の調査研究
この研究の目的は、学生たちがことばをどう使い、どう解釈するかの調
査を通して、若者の言語意識の本質をさぐることにある。若者 (学生)の
言語意識の分析を通して、日本語の将来を考える基礎データを得ようとす
るものである。
今年度は、女子学生の話しことばに対する意識を調査した。方言と敬語
を中心に、議すことの好き嫌いを含めた意識や、方言や敬語が将来どうあ
るべきか、また、どうなっていくと予測するかなどについて、アンケート
調査を行って、分析をした。その結果については、LCりぽ―と11号で
「話しことばの将来」というタイトルで報告した。
2.■
"年
度の刊行物等
(1)言語文化研究所年報第10号
前年度 (1998年度)における研究成果の報告として、以下の論文を掲載
して刊行した。
佐竹秀雄・岸本千秋 :新聞第一面の漢字
-1997年の新聞3紙を資料として―
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市川真文 :アメリカでのコンピュータを利用した指導法研究
一国語科における情報教育―
西崎 亨 :活字と内筆
―『坊ちゃん』の原稿と「初出本」と「初版本」と一
平岡照明 :The Adve■ures of O?ver Twistの英語
(2)研究レポート (LCりぽ―と)11号・12号
1999年度において、「学生の言語意識の調査研究」の題目のもとに行っ
たアンケート調査の結果と、新聞データをもとにしての語彙調査の結果に
ついて報告した。各号のタイトルと内容は次の通り。
第11号:話しことばの将来
日常の話しことば、あるいは、テレビやラジオで聞くことばについ
て、学生たちは好き嫌いを含めてどのように考えているのか。方言や
敬語を中心に、話しことばの将来は、どのようにあるべきなのか。ま
た、どのように変化すると予測しているかなどについて調査した結果
の報告である。大まかな傾向としては、次のようなことがわかった。
学生たちは、話すこと、特におしゃべりは好きである。しかし、話
し方についてきちんと教育されてきた意識はなく、もっと上手に話し
たいと考えている。方言については、好きで将来も残すべきだと思っ
ているが、標準語が多くなるのではないかという心配ももっている。
敬語については、めんどうで難しいという意識が強く、将来、簡単に
なってほしいし、簡単になるだろうと期待している。
第12号:新聞社会面の語彙
1998年発行の朝日、毎日、読売新聞の3紙の社会面を取り上げて、
そこに出現した語彙を調査したものの中間報告。
今回は、出現した語彙を月ごとに集計したものと、その月に起こっ
た事件や事故とのかかわりの大きさに焦点を当てた。
そのより詳しい報告が、本報告書の岸本千秋「新聞社会面の語彙―
1998年の新聞3紙を資料として一」である。
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3.言語文化セミナーの開催
1999年11月27日(上)午後2時から、本学Ll館の教室において、「話し
ことばの将来」と題して、言語文化セミナーを開催した。本年度は武庫川学
院創立60周年にあたり、その記念事業の一環でシンポジウムとして開催した。
講師には、大阪大学名誉教授の官地裕先生と大阪大学教授の真田信治先生
の二人を招いた。
まず、研究所側から本学の学生に対するアンケート調査の結果を報告。次
いで、真田先生には方言を中心に、宮地先生には敬語を中心に講演をいただ
いた。その後休憩をはさんで、会場からの質問や意見をまじえながら議論が
展開された。
講師の二人からは、図らずも、敬語の使い分けも方言と標準語との使い分
けも、上「 関係から水平関係に基づくものへと移っていくだろうとの予測が
示された。そして、話しことばの将来のあるべき姿としては、話しことばを
無自覚にではなく、意識して使っていくことが大切であるとの指摘があった。
4.科学研究費補助金による研究
19989ヽ9年度、「新聞記事に基づく生活基本語彙の選定」(基盤研究 〔C〕)
というテーマで、科学研究費補助金を得た。
これは、一般人が日常生活を送る上で本当に必要な語彙 (これを生活基本
語彙と呼ぶ)を明らかにするために、人々の生活とかかわりの強い新間の生
活 ‐家庭面の記事を対象として、生活基本語彙を、調査、分析しようとする
ものである。
本年度は、新聞3紙(朝日・毎日・読売)朝刊の生活・家庭面の語彙調査
結果に基づいて、生活基本語彙の選定作業を行った。また、最終年度にあた
るため、成果報告書をまとめた。
成果報告書の中心をなす部分についてまとめ直したものが、本報告書の佐
竹秀雄「新間における生活・家庭面の基本語彙-1997年の新聞3紙を資料と
して一」である。
なお、研究メンバーは次のとおり。
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研究代表者 :佐竹
研究分担者 :西崎
研究分担者 :内村
研究協力者 :岸本
秀雄 (文学部 教授 )
亨 (文学部 教授 )
有里 (文学部 助手)
千秋 (言語文化研究所 助手,
5.事務報告
(1,組織
所 長 :佐竹 秀雄 (文学音1も国文学科教授 )
研究員 :西崎  亨 (文学部国文学科教授 )
研究員 :市川 真文 (文学部国文学科助教授 )
研究員 :平岡 照明 (文学部英文字科教授 )
助 手 :岸本 丁・秋 t言語文化研究所非常勤助手)
12)その他
1998年9月に本学で行われたことわざ研究会によることわざフオーラム
の運営に本研究所は協力した。それ以降、不定期ではあるが、関西ことわ
ざ研究会を研究所で開いている。
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新聞における生活・家庭面の基本語彙
-1997年の新聞3紙を資料として一
佐 竹 秀 雄
1.研究の目的
近年、情報化の進展はすさまじく、さまざまな分野の情報が日常生活に入
りこんできている。その結果、かつては一般人にはあまり関係がなかった専
門分野のことばが深いかかわりをもつようになった。たとえば、医療の分野
であれば、「脳死」、「ドナー」、「レシピエント」といったことばが、新聞記
事ゃニュースを通して暮らしの中に入ってきて、一般の会話でも使われはじ
めている。
いわば「専門語の日常語化」といった現象が見られるのであるが、それら
の語の中には、流行語的なものもあれば、生活と強く結びついているものも
ある。それでは一般人が日常生活を送る上で本当に必要な語彙とはどのよう
なものであろうか。
それを知る一つの手掛かりとして、人々の生活とかかわりの深い新聞の生
活・家庭面の記事を対象として、語彙調査を行い分析を加える。そして、そ
れによつて、現代の日常生活に必要な基本語彙の選定を試みるのが、本稿の
目的である。
2.調査対象と目査方法
新聞の語彙調査については、国立国語研究所による調査1)が有名である。
朝日、毎日、読売の3紙の1966年の1年分を対象に、60分の1の抽出比でサ
ンプリングしたデータを扱っている。そこで、ここではそれとの比較も少し
は可能なように、同じく朝日、毎日、読売の3紙を対象とし、1997年の1年
1)国立国語研究所報告37-39「電子計算機による新聞の語彙調査」にくわしい。
~D~
分の朝刊について、家庭面から毎日5文ずつ、無作為抽出したものをデータ
とした。ただし、発行は各紙とも大阪本社のものである。
データのサンプリング方法は次の通りである。まずパソコンで乱数を発生
させ、一対の数値を決める。その二つの数が、それぞれ紙面におけるタテ位
置とヨコ位置を指す。タテ位置は紙面の段の数を、ヨコ位置は段における左
からの距離を意味する。タテ位置である段については、新間の各面の基本段
数が15なので、その紙面で該当する15以下の数に限定した。ヨコ位置は、新
聞の横幅が約38011あるので、380以下の数を求めた。次に、その二つの値に
よって決められた一点を含む、もしくは最も近い文を選ぶ。この操作を、新
聞朝刊が発行された各日に対 して、5セットずつ行うことによって5文を抽
出したのである。
このようにして得られたデータは、月1回の体刊日を除いた353自分であ
り、全体では5,295文であった。これを計算機内に入力し、そのデータに対
して、国立国語研究所の語彙調査の短単位と呼ばれる言語単位に分割した。
そして、短単位の語にそれぞれ読みと文法情報の補助情報を付加してプログ
ラム処理によつて、語彙調査の集計を行った。
3.結果の概要
以 卜の語彙調査の結果、全体では、
異なり語数 13,793
延べ語数  78,173
であった。
ただし、0, 1, 2, 3…などの洋数字は除いている。また、A,3,C
…などが記号として用いられているものも除いている。
上に掲げた語のうち、上位の語を次ページ以下に度数順語彙表として示す。
ここに不したものは、度数20以上の語 (o.1パーミル以 卜の語)で、636語あ
る。これは異なりでは全体の約4.6%にすぎないが、延べでは41,688語であ
り、全体の約53.3%を占めている。
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表1.度数順語彙表
順位  語   語種 度数 バー ミル 順位  語   語種 度数 パー ミル
する
いる
なる
いう
ある
こと
さん
ない
月(がつ )
その
この
多い
子供
思う
五
九
日(にち)
中
もの
市
0ヽく
四
日本
W  3110
W  1646
W  859
ヽ7  818
W   811
W  766
W  506
W  461
K:   405
K   365
K   362
K   319
K   277
W   274
K1   264
K1   260
W  258
W  254
K   254
W  244
Ⅵ7  240
K  239
Vヽ  234
Vヽ  233
Ⅵ1  228
Vヽ  225
ur  214
K:   208
K1   206
K1   202
W   199
W  197
K:   193
W   190
Kl   189
K  182
39.8
21.1
11.0
0.5
0.4
9.8
6.5
5.9
5.2
4.7
4_6
人(にん)
年(ねん)
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
―
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
‐?
‐?
‐?
?
?
‐?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
3.4
3.3
3.3
3.2
3.2
3.1
3.1
3.1
3.0
3.0
2.9
2.9
2.7
2.7
2.6
2.6
2.5
2.5
2.5
2.4
2.4
2.3
ため
人(ひと)
女性
%
自分
前(まえ)
Vヽ  178
W  177
K  169
G  166
K   162
K   159
W  157
K   155
K   149
W  145
Kl   138
Vヽ  135
Vヽ 131
K 131
S   127
K   125
W  124
K  123
K  121
S 121
Vヽ  120
W  l17
W  l15
K  l14
W l13
W l10
Vヽ  109
K  109
Kl   106
K:   105
W   105
K l(4
K  100
W  100
K  99
K  98
時(じ)
よる
七
出る
取る
ノ｀
大阪
生活
考える
患者
歳
東京
つく
見る
これ
約
使う
入れる
しまう
性
時間
円
開く
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1.4
1.4
1.3
1.3
1.3
?
?
?
?
?
?
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1.3
1.3
1.3
順位  語   語種 度数 パー ミル  順位  語   語種 度数 バー ミル
72
72
75
76
77
78
79
79
79
82
83
84
85
85
85
88
88
90
91
92
93
93
95
95
95
98
98
100
100
100
103
103
103
106
106
106
109
1.2
1_2
1_2
1.2
1.2
1.2
1.1
1.1
1.1
1.1
1.1
1.1
1.1
1.1
1.1
1.1
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
110
111
111
111
114
114
114
117
118
118
118
118
122
123
123
125
125
127
128
128
128
128
128
128
134
134
134
137
137
139
139
139
139
139
139
145
145
1.0
0_9
0.9
0.9
0_9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
みる
分かる
区
社会
知る
作る
くれる
何
病院
かける
それ
ら
合う
家族
やる
研究
よい
今
話す
母
目
家
所 (しよ)
つける
同
とき
医療
仕事
二十
以上
受ける
聞 く
気
必要
ひとり
〇
後(ご)
いい
がん
問題
夫
学校
また
治療
入る
活動
医師
センター
障害
始める
昨年
子
戸
出す
食べる
場合
イヒ
うち
しかし
世界
百
増える
間
介護
今年
相談
どう
万
同じ
化
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
??
??
??
?
?‐
?‐
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
???）
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順位  語   語種 度数 バー ミル  順位  語   語種 度数 バー ミル
147
147
149
149
151
151
153
153
153
156
157
157
157
157
157
157
157
164
164
164
167
167
167
170
170
170
170
170
175
175
175
175
175
180
180
180
180
0.8
0.8
0.8
0.8
180
180
186
186
186
186
186
186
186
193
193
193
193
193
193
199
199
199
199
203
203
203
203
203
208
208
208
208
208
208
208
208
208
208
218
218
218
会社
症
加える
時代
写真
全国
ころ
市民
水
大きい
関係
看護
高齢
車
そんな
男性
占
家庭
店
病気
後(のち)
体
料理
生きる
情報
少ない
少し
度
内
感じる
ご(御)
強い
都
さじ
参加
センチ
代
調査
者(しゃ)
いイ:)
園
手術
過ぎる
大学
地域
ほとんど
色
気持ち
教授
対する
団体
病
一緒
京都
手
動物
切る
くださる
消費
法
娘
運動
大さじ
思い
教育
口
様々
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.6
0.6
0.6
0.6
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
?
）
?
）
?
）
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
順位  語   語種 度数 バー ミル  順位  語   語種 度数 バー ミル
218
218
218
218
218
218
218
228
228
230
230
230
230
230
230
230
230
238
238
238
238
238
238
238
245
245
245
245
245
245
245
252
252
252
252
252
252
252
252
252
261
261
261
261
261
261
261
261
261
270
270
270
270
270
270
270
270
270
279
279
279
279
279
279
279
279
279
279
279
279
291
291
291
291
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
健康
施設
違う
話
婦
保険
まま
環境
安い
行う
結果
現在
商品
高い
時
人間
老人
言葉
サービス
最近
塩
状態
不
まだ
各
期
企業
自然
省
楽しい
利用
あなた
いためる
おる
答える
住宅
しょうゆ
そう    W
妻     W
本     K
かかる    W
学生    K
館     K
説明    K
電話    K
働 く    W
ホーム    G
ほか      W
求める   W
家(か)  K
側     W
原因    K
さらに   W
大切    K
ちゃん   W
母親    W
保育    K
良い    W
起 きる   W
置 く    W
書 く    W
感     K
症状    K
千     K
専門    K
中央    K
ボランティア G
息子    W
よく     W
料・       K
いただ く  W
数     K
彼     W
協会    K
?
?
?
?
）
?
?
〉
?
?
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.4
0.4
0.4
0.4
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
‐■F ll―~     :II ≡‐ _
順位  語   語種 度数 パー ミル  月頁位  語   語種 度数 パー ミル
291 暮らす
291  酒
291  4ヽ
291 食品
291  体験
291 つ くる
291  1売く
291 通す
291  -つ
291  部
305  -般
305  科
305 グループ
305 夕‐ア
305  国
305 午後
305 事務
305 :書
305 i場
305 そ して
305 それぞれ
305  対象
305 近い
305 夫婦
305 '〔イヒ
305 友人
305  月晏い
322 機能
322 作品
322 結婚
322 国際
322 三十
322 食事
322 被害
322 福祉
330  」卜く
330 -方
中心
内容
副
労働
者い
上がる
味
意識
教える
顔
形
変わる
神戸
身
姿
生(せい)
代表
父
程度
費
表示
B」
見ぇる
もう
理解
あげる
頭
新しい
意味
選ぶ
可能
検査
効果
0.4
0.4
0.4
330
330
330
330
330
330
330
330
330
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
341
361
361
361
361
361
361
361
361
??
?
?
?
??
?
?
）
?
?
?
?
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
順位  語   語種 度数 バー ミル  順位  語   語種 度数 バー ミル
361
361
361
361
361
361
361
361
361
361
361
361
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
399
399
399
399
399
399
399
0_4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
399
399
399
399
399
399
399
399
399
399
399
399
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
418
441
441
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0_4
0.4
0.4
0.4
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
五十
社
十分
L
食
震災
年間
始まる
報告
霊
最 も
野菜
いま
影響
栄養
関する
機関
本 (もと)
医
いろヽヽろ
生まれる
帰る
自宅
′j、
植物
精神
制度
テレビ
とても
走る
半
不安
ふた り
保護
ほしい
枚
まとめる
得る
お く
送る
型
切 り
グラム
ケース
ろ
んな
作業
式
自由
出版
ただ
だれ
担当
地
飲む
乗る
難しい
い っ ぱ い
金
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
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順位  語   語種 度数 バー ミ,レ  順位  語   語種 度数 バー ミル
441
441
441
441
441
441
441
441
441
441
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
453
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
453
453
453
453
453
453
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
支援
実際
種類
新
リロ
男女
長
長い
もっと
呼ぶ
朝
集まる
ある
訪れる
開発
川
工夫
車いす
講演
厚生
交流
事業
四十
死ぬ
少々
診療
全体
そこ
素材
でも
特に
どこ
悩み
年度
半分
含む
Z変:化
方法
毎日
読む
理由
旅行
足
負担
集める
育児
意見
絵
海
おいしい
問
関西
簡単
技術
局
元気
さ
自身
自治
新聞
先生
体(たい)
第
立つ
伝ぇる
ところが
年寄り
なくなる
入院
府
減る
末
メーカー
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
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0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
?
?
?
?
?
?
?
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
順位  語   語種 度数 バー ミル  順位 語種 度数 バー ミル
?
?
?
?
?
?
0.3
0.3
0_3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
486
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
518
553
??
目立つ
員
うまく
描 く
各地
気づ く
協力
経験
高校
子育て
今後
死
指導
児童
主人
進む
たくさん
楽しむ
小さい
`〉
て:〉い
出掛ける
トイレ
特別
名前
二百
年金
残る
場所
販売
月腱
本当
まず
混ぜる
やすい
映画
?
?
?
?
?
?
?
?
?
0_3
0.3
0.3
0_3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0_3
0.3
0.3
553
553
553
553
553
553
553
553
553
553
553
553
553
553
553
553
553
553
553
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
紙
皮
木
期F日尋
きれい
●
砂糖
時期
事件
週間
終わる
会員
きっかけ
着る
現場
事故
人(じん)
診断
生徒
総合
組織
小さな
煮る
乗せる
広がる
本人
ゆでる
夜
率
若者
安全
以下
一部
L
大きな
目
彼 女
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順位
新聞における生活・家庭面の基本語彙
語種 度数 バー ミル  順位  語   語種 度数 バー ミル
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
574
608
608
608
608
608
608
608
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
608
0.3
0.3
調べる
訪ねる
テーマ
どんな
生(なま)
年齢
残す
パ ソコン
早い
火
物
普通
部屋
町
認める
名
面
赤ちゃん
アジア
あまり
動き
うれしい
男
化学
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
亡 くなる
人気
初めて
人々
広げる
部分
見せる
焼く
辞める
幼稚
類
暮らし
経営
咲 く
指摘
出産
人生
生産
育てる
存在
ちょっと
付 く
学
決める
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
4.語彙表の特徴
表1中の上位には、当然のことながら「する」「いる」「なる」「いう」「あ
る」「こと」など、大規模な語彙調査において常に上位を占める語が並んで
いる。そうした中であまり見慣れないものは7位の接尾辞の「さん」である。
また、もう少し下位をみると、20位にやはり接尾辞の「たち」、21位には
「私」が見られる。さらに、26位には「子供」が出現しているし、39位「女
性」、41位「自分」などがあり、これらの語が上位に出現するのは比較的珍
しいことと思われる。
これらの語に共通する点は人間を表 している語ということである。このこ
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とから、生活・家庭面の語彙調査のキーワー ドの一つは “人間"だと思われ
る。生活・家庭面で人間が中心になるのはなんら不思議ではないのだから。
そこで、キーワー ド “人間''に関係の深いと思われる語を、0.3パーミル
以上の範囲で抜き出してみた。人間を指 し示すのに使われる語、あるいは人
間の地位、役割、属性などを意味する語を取 り出した。それらを並べてみる
と次の表2のようになる。全部で49語があるが、これは、0.3パーミル以上
の語 637語のうちの約 7.7%に当たる。
表2
)順位
“人間"を表す語彙
語   語種 度数 バー ミル ,|:位  語   語種 度数 バー ミル
10
18
21
26
38
39
41
54
85
93
114
118
123
128
153
157
193
203
218
230
230
252
252
261
270
人(にん)
者(しゃ)
私
子供
人(ひと)
女性
自分
患者
家族
母
夫
親
医師
子
市民
男性
教授
娘
婦
人間
老人
あなた
妻
学生
母親
K  365
K  254
W  240
W  225
W  177
K  169
K   162
K   123
K   87
W   82
W   73
W   71
K    69
Vヽ   66
K    57
K    55
K    48
W   46
K1   44
K    42
K    42
W   39
W   39
K1   38
Vヽ  37
息子
彼
夫婦
友人
父
生(せい)
主婦
医
男女
自身
先生
年寄り
員
児童
主人
生徒
会員
本人
若者
人(じん)
彼女
赤ちゃん
男
人々
4.7
3.2
3.1
2.9
2.3
2.2
2.1
1.6
1.1
1.0
0.9
0.9
0.9
0.8
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
279
291
305
305
341
341
381
399
441
486
486
486
518
518
518
553
553
553
553
553
574
608
608
608
0.4
0.4
0.4
0.4
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0_3
0.3
0.3
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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新聞における生活・家庭面の基本語彙
表2を見ると、対立する意味関係にあるセットの語が存在することに気づ
く。
21位 私   - 252位 あなた
26位 子供  - 230位 老人
39位 女性  - 157位 男性
93位 母   -  341位 父
114位 夫   - 252位 妻
l18位 親   - 128位 子
203位 娘   - 279位 息子
291位 彼   - 574位 彼女
381位 上婦  - 518位 主人
486位 年寄 リ ー  553位 若者
などである。
それ以外では、「85位 家族」「270位 母親」「305位 夫婦」「608位 赤
ちゃん」などがあり、これらは家族にまつわる語彙と言えよう。
ただし、ここで注日すべきことがある。「女性」 と「男性」を比べると、
「女性」が39位なのに「男性」はかなり度数が少なくて157位である。また、
「母」は93位なのに、「父」は341けである。そして、「夫」は114位なのに
「妻」は252位である。
「女性―男性」および「母―父」ではオンナの方が L_位にあるのに、「夫
―妻」ではオトコの方が上位にあるわけで、一見違っているように思える。
しかしながら、「夫」と呼ぶのはオンナであり、視点の位置からとらえれば、
いずれもオンナ中心の語彙と言えることになる。つまり、表現の視点が女性
の側にあるのではないかということである。
視点と順位が相関することは、「私」が21位で「あなた」が252位という事
実とも符合する。したがって、生活・家庭面では、女性、 しかも妻の視点に
立った表現がなされていると考えられるのであり、基本的な語彙も当然、女
性、妻の視点から必要な語彙になるものと考ぇられる。
なお、それ以外では、
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54位 患者  ―
193位 教授  ―
486位 先生  ―
などの関係 も注目される。
は後述する。
123位 医師 - 399位 医
261位 学生
518位 児童 - 553位 生徒
このうち、「患者」「医者」「医」に関連したこと
5. 日常生活における基本語彙の選定
(1)生活・家庭面に特徴的な語彙
日常生活における基本語彙であるためには、生活・家庭面に特徴的な語彙
でなければならないだろう。そこで、そうした語彙を選び出すために次のよ
うな条件を考えた。
①語彙調査において、一定以上の頻度で出現する語であること。
②他の分野の語彙調査に比べて、生活・家庭面での出現頻度が高い語であ
ること。
この2条件を満たす語彙を求めることによって、日常生活に必要な基本語彙
を得ようと考えたのである。
そこで、①に関しては、仮に0.5パーミル以上 (度数36以上)とした。こ
れについては、便宜的な数値であり、特別の根拠はない。②に関しては、他
の語彙調査資料として、最初に述べた国立国語研究所の新聞語彙調査の結果
を利用しようとした。しかし、国語研究所の調査では、語の表記形式に対し
て同語異語判別が十分に行われていないため、報告書の語彙表からは語の特
定ができず、データの比較をすることができないことが判明した。
そこで、代わりに当研究所の新聞社会面データの資料2)と比較することに
した。この資料は、同じ1997年の新聞社会面のデータを扱ったものである。
ただ、データ校正が必ずしも十分でないため、結果の細かい数値には問題が
ある可能性もある。しかし、全体的な傾向をみるには十分だと思われる。
2)佐竹秀雄「新聞社会面記事の語彙と漢字-1997年の新聞3紙を資料として一」
(武庫川女子大学言語文化研究所年報第9号、1998年)で報告したもの。
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(2)社会面データとの比較
生活・家庭面データは表 1に示した通りであるが、その個々の語彙につい
て社会面データの出現比率とを比較した。具体的な例を次に示そう。
これらは、生活・家庭面データの上位10語について、生活・家庭面の比率
と社会面での比率、および両者の比率の差を示 している。く家〉の欄が生活 ‐
家庭面の比率で、く社〉が社会面での比率である。それぞれ単位はパーミル
である。
順位  語  《家》 く社》 差
??
?
する
いる
なる
いう
ある
こと
さん
ない
39.8
21.1
11.0
10.5
10.4
9.8
6.5
5.9
5.2
4.7
49.1
21.7
4.8
4.8
5.9
7.3
6.6
1.9
5.4
2.3
-9.3
-0.6
6.2
5.7
4.5
2.5
-0.1
4.0
-0.2
2.4
「差」の欄の数値が大きい語、たとえば「なる・いう。ある」は、社会面
に比べて生活‐家庭面で多く出現しているものである。したがって、その数
値が大きい語ほど、生活・家庭面に出現しやすく、その特徴的な語彙である
可能性が高いということになる。以下、この数値の高いものから順に並べ換
ぇたものを次の表3に示す。
表3.生活・家庭面に出現しやすい語彙
順位  語  《家〉 《社》 差  順位 《家〉く社》 差
8
21
18
?
?
?
なる
い つ
ある
11.0
10.5
10.4
4.8
4.8
5.9
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5.9
3.1
3.2
1.9
0.4
0.6
4.0
2.7
2.6
順位  語  く家》く社》 差  順位  語  く家〉く社〉 差
6
10
26
14
20
17
25
27
40
23
34
47
32
41
16
49
31
53
63
13
52
62
39
55
79
38
71
78
85
79
106
109
54
83
90
93
98
106
こと
人
子供
くる
たち
できる
多い
思う
%
その
いく
七
もの
自分
的
取る
中
考える
しまう
十
生活
入れる
女性
7.3
2.3
0.5
1.2
0.8
1.1
0.7
0.7
0.2
1.2
0.8
0.2
1.0
0.6
1.9
0.3
1.2
0.1
2.3
0.4
0.2
1.1
0.1
1.3
0.3
0.2
0.1
0.2
0.0
0.0
0.7
0.2
0.2
0.1
0.1
0.1
2.5
2.4
2.4
2.3
2.3
2.2
2.2
2.0
1.9
111
125
48
58
68
88
100
106
118
85
147
65
69
76
77
88
95
95
92
118
125
128
128
139
139
157
167
175
24
36
59
66
93
103
103
118
123
137
がん
始める
出る
見る
方
よい
仕事
必要
親
やる
症
時間
持つ
社会
知る
研究
家
つける
もらう
′い
障害
食べる
花
介護
どう
古
料理
0.9
0.9
1.7
1.5
1.1
1.0
1.0
0.9
1.1
0.8
1.4
1_3
1.2
1.2
1.1
1.0
1.0
1.1
0.9
0.9
0.8
0.0
0.0
0.9
0.7
0.5
0.3
0.2
0.2
0.1
0.3
0.0
0.7
0.6
0.5
0.5
0.4
0.3
0.1
0.1
0.0
0.0
0_0
2.4
1.7
0.9
0.7
0.4
0.4
0.4
0.3
0.3
0.2
0.9
0.9
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0_7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
2.5
2.1
3.3
1.7
2.5
1.6
1.4
3.5
1.6
1.4
2.2
1.2
1.0
1.0
1.6
0.7
3.0
2.3
?
?
??
?
?
?
?
?
?
2
2
1
1
1
0
0
()
0
0
0
?
?
?
?
?
?
?
?
くれる
ひとり
〇
患者
それ
今
母
とき
気
1.0
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
この
日本
これ
開 く
日
以上
聞 く
治療
センター
増える
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新聞における生活・家庭面の基本語彙
順位  語  く家〉く社〉 差  順位  語  く家〉 (社〉 差
145  化
149 時代
153 ころ
153 水
157 そんな
157 高齢
164 家庭
164 病気
170 生きる
170 少し
180  さじ
193  色
193 病
199 -緒
199 動物
203 くださる
208 様々
208 大さじ
218 回
218 健康
45 時
61 使う
85 家族
114 学校
114 夫
122 活動
128 ‐子
134 世界
139 相談
139  フラ
気持ち
切る
消費
娘
運動
あなた
いためる
おる
しょっゆ
大切
良い
保育
よく
料
加える
大きい
看護
少ない
感じる
い て:)
園
?
?
?
?
?
?
0.2
0.2
0.1
0.1
0.1
0.1
0.1
0.1
0.1
0_1
0.1
0.1
0.1
0.1
0.1
0.1
0.0
0.0
0.0
0.5
0.5
0.5
0.5
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
1.4
0.9
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
―
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
193
203
203
203
208
208
218
218
228
230
238
245
245
252
252
252
252
270
270
270
279
279
149
156
157
170
175
186
186
0.6
0.6
0.7
0.7
?
?
?
?
?
?
?
0.6
1.9
1.4
1.1
0.9
0.9
0.9
0.8
0.8
0.8
0.8
0.4  0.
0.4  0.
0.4  0.5
0.3  0.5
0.3  0.5
0.3  0.5
0.3  0.5
0.0
0.0
0.3
0.2
0.2
0.2
0.2
0.1
0.1
表3に掲げたものは、生活・家庭面に出現 しやすい語彙を求めたものであ
るが、それを抽出するにあたつて、次の二つの条件を満たすものに限定して
語彙を絞っている。
条件1:生活・家庭面での比率が0.5パーミル以 卜である。
条件2:生活・家庭面での比率と社会面での比率の差が0.5バーミル以
上である。
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その結果、全体で141語であった。
これらの結果を見ると、上位には「なる」「いるI「ある」「ない」といっ
た語彙調査の常連語が並んでいる。これらの使用率が社会面に比べて生活・
家庭面で高いことは間違いないだろうが、だからといって、生活・家庭面で
の特徴語彙だと断言することは難しい。これらは基本的な語彙であり、分野
によるゆれが大きいだけで、その分野を特徴づけるまでとは言えないからで
ある。
つまり、分野における特徴的な語彙としては、最高ランクの語彙ではなく、
L位から中位にかけてに見られると思われるのである。そこで、そうした観
点に立って、語彙をさらに絞 りこむことにする。
順位の条件と、基本語彙を名詞に限定することにして、
条件3:順位20位以下のものに限定する。
条件4:名詞に限定する。ただし、数詞は除く。
も加える。
すると、次の表4に示したものが選ばれた。これらは、日常生活における
基本語彙の候補となるものである。表4には全部で65語が含まれている。
表4.日常生活における基本語彙候補
順位  語    順位  語 順位
21 私
26 子供
31  中
32  もの
36 日本
38 人
39 女性
41 自分
52 生活
54 患者
59 これ
65 時間
68  方
76 社会
それ
家族
研究
母
日
家
とき
仕事
以上
気
必要
ひとり
がん
夫
学校
親
′しヽ
治療
活動
センター
障害
子
イヒ
世界
介護
相談
時代
ころ
83
85
88
93
93
95
98
100
103
106
106
106
111
114
l14
118
118
118
122
123
125
128
128
134
139
139
149
153
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順位  語
新聞における生活・家庭面の基本語彙
順位  語 順位
153 水
157 看護
157 高齢
157 点
164 家庭
164 病気
167 料理
180  さじ
色
気持ち
病
動物
消費
娘
運動
大 さじ
薬
健康
塩
あなた
しょうゆ
保育
193
193
193
199
203
203
208
208
208
218
218
238
252
252
270
6.生活・家庭面の基本語彙の性格
以上に求めたものが、幕らしの中で必要とされるであろう基本語彙の候補
であった。そこで、これらの候補の語彙を通 して、幕らしの基本語彙がどの
ようなものであるかを分析してみよう.
その前に、表3の結果をもう 一段階絞ってお く,表3には、まだ、基本的
な語が多く含まれている。たとぇば、「中」「もの」「人」などである。これ
らは、数値での操作では取 り除けなかった。そこで、この段階で人為的に取
り除くことにする。
それによって、65語は53語にしばられ、それを意味の上で分類すると次の
ようにわけることができる.
【家族十人間】
子供・家族・母・夫・親・子・家庭・娘/私・自分・あなた/女性
【健康】
患者・がん・治療・障害・介護・看護・病気・病・葉・健康
【料理】
料理・さじ・大さじ・塩・しょうゅ
【感情】
気・必要 ―しヽ・気持ち
【活動】
生活・仕事・活動・運動/相談・消費・保育・研究
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【その他】
学校・センター・家/時間・社会・時代/花・水/日本・世界/色・量
/高齢/動物
先の「4.語彙表の特徴」で「生活・家庭面の語彙調査のキーワードの一
つは “人間"だと思われる」と述べた。それに対応して、ここでも、「家族
を中心とする人間」群が大きな特色あるグループとして現れている。
そして、もう ‐つは、腱 康」に関連する語彙が認められる。その中には、
当然ながら病気に関する語彙も多く含まれている。近年の健康志向が、これ
らの語彙を出現させたのであろう。
さらに、三つめには、「料理」に関する語彙も多く見られる.食に関する
語彙が生活・家庭面に多く出現するのは十分に納得できることである。
7.基本語彙の選定
以 卜のようにして、生活家庭面における基本語彙の性格が明らかになり、
また、表4で65語の生活基本語彙候補が得られた。しかし、65語はやや少な
すぎる。そこで、ここまでの考え方を拡張 して、もう少し多くの基本語彙を
求めることにする.
そのために、次の三つの条件に合うものを求めた。
こ度数順語彙表で、度数20(0.3バーミル)以上の語彙であること.
2新聞社会面の出現比率との差が0.3バーミル以卜であること,
こ卜述の基本語彙の性格に合致するもの.
このうち、Cの段階では主観がましっている。これによって得られた語彙
167語を、次ページ以 Fに50音順に示す。カッコ内に示したものは、lll現度
数である。
これが、妥当なものであるか、多くの方のご批判をあおぎたい,
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新聞における生活・家庭面の基本語彙
表5生活・家庭面の基本語彙
赤ちゃん (20)
歩 く (32)
生 きる (52)
いただ く (35)
絵 (24)
選ぶ (30)
思い (45)
買 う (32)
家族 (87)
彼女 (21)
がん  (74)
患者 (123)
気持ち (48)
切る (46)
工夫 (25)
ケア (34)
子 (66)
高齢 (55)
言葉 (41)
魚 (21)
塩 (41)
(59)
(95)
(20)
(46)
(33)
味 (31)
医 (28)
育児 (24)
いためる (39)
生まれる (28)
大さじ (45)
.署、う (214)
帰る (28)
学校 (73)
体 (53)
考える (124)
感じる (51)
教育 (45)
薬 (44)
暮らし (20)
経験 (23)
語 (27)
声 (66)
子供 (225)
'酉
 (35)
時間 (106)
自分 (162)
自由 (27)
紹介 (45)
商品 (42)
食品 (35)
身 (31)
制度 (28)
相談 (63)
,日 (26)
治療 (71)
動物 (47)
悩み (25)
場合 (66)
母 (82)
人 (365)
夫婦 (34)
あなた (39)
家 (81)
医師 (69)
入れる (110)
運動 (45)
教える (31)
親 (71)
化`学:(20)
活動 (70)
彼 (35)
環境 (43)
気 (77)
教授 (48)
日 (45)
暮らす (35)
研究 (86)
講演 (25)
子育て (23)
サービス (41)
さじ (50)
仕事 (79)
しまう (109)
手術 (49)
障害 (68)
しようゆ (39)
植物 (28)
神経 (29)
世界 (65)
素材 (25)
地域 (49)
作る (92)
年寄 り (24)
日本 (182)
走る (28)
母親 (37)
病 (48)
増える (64)
,由 (44)
以下 (21)
以上 (78)
色 (48)
栄養 (29)
夫 (73)
介護 (63)
学生 (38)
家庭 (54)
皮 (21)
看護 (55)
機能 (33)
切 り (27)
作品 (33)
車いす (25)
健康 (44)
効果 (30)
答える (39)
最近 (41)
砂糖 (21)
自然 (40)
市民 (57)
主人 (23)
症状 (36)
食 (30)
女性 (169)
生活 (125)
センター (69)
体験 (35)
力 (29)
テーマ (21)
取る (131)
人間 (42)
伺勢く (38)
半分 (25)
病気 (54)
文化 (34)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
′さ (71)
生産 (20)
専門 (36)
食べる (66)
父 (31)
できる (258)
夏 (29)
年齢 (21)
花 (66)
必要 (77)
表示 (31)
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保育 (37)
まとめる (28)
日 (82)
理解 (31)
若者 (22)
ボランティア(36)本(39)
水 (57)    息子 (36)
野菜 (30)   友人 (34)
量 (45)    半+理 (53)
乖
`、
 (240)
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変化  (25)
本当 (23)
女良 (46)
幼稚 (20)
老人 (42)
武庫川女子大学言語文化研究所年報 第11号(1999)
新 聞 社 会 面 の 語 彙
-1998年の新聞3紙を資料として一
岸 本  千 秋
1.はじめに
佐竹 (1997)。では、1997年の新聞社会面の語彙と漢字に、どれほど世相
が反映されているかを報告 している。また、佐竹・岸本 (1998)2)では、
1997年の新聞第一面の語彙調査結果を報告して、新聞記事という媒体におけ
る漢語使用率の高さを指摘した。
本論は、それらと同様、1998年の新聞語彙調査の報告である。ただし、新
聞社会面の特色をより表すため、月ごとに特徴的な語彙を抽出 ‐分析するこ
とにより、どのような事件・事故が世間を騒がせ、頻繁に報道されていたか
を検証することにも力点を置いた。
1)佐竹 (1997)  :佐竹秀雄「新聞社会面の語薫と漢字」(F言語文化研究所年報」
第9号)
2)佐竹・岸本(1998):佐竹秀雄・岸本千秋「新聞第一面の語彙」 (「言語文化研究所
年報」第10号)
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2.調査の方法
朝日、毎日、読売の新聞3紙(各大阪本社発行)の社会面について、1998
年1月～12月における、休刊日を除くすべての日の朝刊から、各日5文ずつ
を無作為抽出した。
データの抽出方法は次のとおりである。まずパソコンで乱数を発生させ、
一対の数値を決める。その二つの数が、それぞれ紙面におけるタテ位置とヨ
コ位置を指す。タテ位置は紙面の段の数を、ヨコ位置は段における左からの
距離を意味する。タテ位置である段については、紙面の各面の基本段数が15
なので、その紙面で該当する15以下の数に限定した。ヨコ位置は、新聞の横
幅が約380ミリメー トルあるので、380以下の数を求めた。次にその二つの値
によつて決められた一点を含む、もしくは最も近い文を選ぶ。ただし、記事
の見出し、広告欄、写真のキャプンヨン、死亡告知11岡、マンガ欄、数字のみ
を羅列したものは対象外とした。
この操作を、3紙の朝刊それぞれに対 して、5回ずつ行うことによつて5
文ずつを抽出したのである。この作業で得られたデータは、353日分あり、
全体では5.295文であった。これをテキストデータとして入力し、プログラ
ム処理によつて使われている語彙を調べた。調査対象とした語彙は自立語だ
けで、助詞、助動詞は含めない。語彙の調査単位は国立国語研究所の語彙調
査で規定されている短単位とした。その結果、
延 べ :103,258語
異なり: 13,306語
が得られた。
3.調査結果
3.1.語彙表
度数順語彙表の一部 .度数40まで)を掲げたものが、表1である。複数の
読みが可能な語彙にはできるだけ読みをつけるようにし、漢語は片仮名、和
語は平仮名で示している。同一の語彙について、仮名表記と漢字表記の両方
があった場合は、「か月<力月>」「買い付け<買付>」 のように表し、度数
は両者の合計数を示している。語種については、和語 (W)、漢語 (K)、外
来語 (G)、混種語 {M)、および、その他 (―)の5分類とした。その他に
ついては、「日本国内の地名・人名等の固有名詞およびアラビア数字」に限
った。したがって、固有名詞でも「アフガニスタン」「ツーサ」などは外来
語としてよ′史い、漢数字の「一l 「ヽ 卜」については漢語と認定した。出現率
はパーミルで表している.
最も多かったのは、「する」で、それに「いる、者 (シヤ)、 1、0」 と続
く。これらは、新聞の語彙調査ならば、いつでもL位を占める語である.た
だし、数字に関しては、アラビア数字ではなく漢数年が上住を占めていた。
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1997年は、朝日と読売の2紙が日時や年齢などをすべて漢数字で表していた
が、1998年には、読売が、人名の後に括弧書きで挿入される年齢表記をアラ
ビア数字に変えたため、今回の調査では今までと違い、アラビア数字が上位
に入ったものと考えられる。また、社会面の特色を表している語彙として、
「容疑」(10位)、「事件」(35位)、「捜査」(47位)、「調べ」(60位)、「逮捕」
(68位)などが挙げられる。
固有名詞の「大阪」(25位)が、「東京」(75位)より上位に入っているこ
とや、「神戸」(122位)、「京都」(126位)、「和歌山」(136位)、「兵庫」(167
位)の頻度が高いのは、大阪本社発行ということが関係して、関西の話題が
多く取り上げられたためであろう。「清水」(167位・清水東大阪市長を逮捕)、
「真須美」(309位‐和歌山市カレー 毒物事件)も同様に、関西の事件に関係
する語であり、頻繁に紙面で扱われたことが分かる。
外来語では、「メートル」(84位)が、度数138でもっとも多かった。上位
には、「キロ」(外来語3位、全体225位、度数58)、「センチ」(同5位、同
343位、同41)、「%」 (同6位、同352位、同40)などが入っており、これら
は、事件・事故を報道する際に、具体的に数値を示していることの反映であ
る。「カレー」(352位)、「ダイオキシン」(騒2位)、「インド」(698位)など
は、1998年に起こった事件・事故を端的に物語っている外来語と言えよう。
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順位  語
表 1
語種 度数 バー ミル  順位 語   語種 度数 パー ミル
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
5595
1995
929
840
733
698
689
667
641
615
604
601
584
581
580
578
566
503
501
493
475
466
450
446
436
433
412
410
403
396
388
356
352
338
337
325
322
4_1
19.3
9.0
8.1
7.1
する
いる
者 (シャ)
1
0
日 (ニチ)
市
東 (ひがし)
容疑
月 (ガツ)
年 (ネン)
人 (ニン)
2
こと
ある
いう
さん
約
十
円
なる
事件
ない
四
?
?
?
?
?
5.8
5.8
5.7
5.6
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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同
6
ら
会社
この
捜査
ため
8
八
年後
男性
関係
日本
金 (キン)
逮捕
員
長
みる
的
本部
その
K  317
-  312
K  301
Vヽ  300
K  289
V7  288
K  279
K:   266
K:   254
-   251
K  251
Vヽ 249
- 241
K 241
K  235
K  226
K  226
K  218
K  217
K  208
K  206
V7   198
Vヽ  196
Vヽ  193
Vヽ  187
K  181
K  180
K  176
K  174
K  172
K  171
K  166
K  165
Vヽ   164
K  164
K  164
Vヽ  158
3.1
3.0
2.9
?
?
?
?
?
町 (チョウ)
分 (フン)
???????????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
新聞社会面の語彙
順位  語   語種 度数 バー ミル  順位  語   語種 度数 バー ミル
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
??
??
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
生徒
1.5
1.4
1.4
112
113
113
115
115
115
115
115
120
120
122
122
122
122
126
127
127
127
127
127
132
132
132
132
136
136
136
139
140
140
140
143
143
143
143
147
147
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
-   156
K   156
K   154
K  154
Vヽ  151
W  150
W  145
K   143
K   142
G  138
K   138
K   136
K   132
Kl   131
VV  129
K   126
M  121
K  120
K l19
K l19
K l18
W  l15
K l13
K   109
K  108
K   107
K   102
W  101
K:   101
K 101
K:   100
Kl   100
K    98
W   98
K   98
K:    97
K    97
話し
県警
午前
近 く
今年
同市
京都
うち
かける
もの
現場
ところ
業者
同社
内 (ナイ)
しかし
銀行
和歌山
契約
時間
社
百
起訴
局
販売
法
〇
処分
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
‐??
‐?‐
‐??
‐??
???
‐??
‐??
‐??
‐??
???
???
???
?
）
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
1.2
1.2
0
0
0
0
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順位  語   語種 度数 バー ミル  順位  語   語種 度数 パー ミル
147
150
150
150
153
154
154
154
157
158
158
160
160
160
160
164
164
164
167
167
167
167
171
171
171
171
175
175
175
175
179
179
179
179
183
183
183
認める
五十
工事
自宅
二人
一人
被害
弁護
問題
また
選手
行う
省
情報
担当
つく
使う
判決
間
住民
知る
兵庫
以上
学校
団
話す
性
地検
入る
日
開く
検査
入院
分かる
お
裁判
際
0.8
0.8
0.8
0.8
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
186
186
186
189
189
189
189
193
194
194
194
194
194
199
199
199
199
199
204
204
204
204
208
208
208
208
208
208
214
214
214
214
218
218
218
218
218
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0_6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
??
?‐
?‐
?‐
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?‐
?‐
?‐
?‐
??
??
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
0.8
0.8
0.8
0.8
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
求める
経営
男 (おとこ)
委員
・方
出す
証券
人 (ジン)
センター
結果
見る
手 (シュ )
電話
家族
階
四十
事故
物 (ブツ)
企業
芦 つ
必要
両
きた
議員
思う
西 1にし)
号」
防衛
確認
写真
調べる
聞く
さら
額
殺人
事業
持つ
?
??
?
〉
?
）
（?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
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0.6
0.6
0.6
0.6
218
218
225
225
225
225
225
230
230
230
233
233
233
233
237
237
237
237
237
242
242
242
242
242
247
247
247
247
247
247
247
247
255
255
255
255
255
??
?
?
自分
請求
キロ
官
無職
理事
話 (はなし)
場 (ジヨウ)
全国
逮捕
わかる
見つかる
妻
続ける
警察
特捜
建設
声 (こえ)
地裁
判断
費
会見
患者
現金
罪 (つふ)
中国
枚
夜
融資
金融
空港
件
子供
室
順位  語   語種 度数 パー ミル  順位  語   語種 度数 バー ミル
?
?
?
?
?
?
?
?
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
255
255
255
263
263
263
263
267
267
267
267
267
272
272
272
272
272
272
272
279
279
279
279
279
279
279
279
279
279
279
290
290
290
290
290
290
290
報告
連絡
医師
説明
団体
都 (卜)
遺体
化
姿
清水
くる
家 (力)
進める
千
台
館
研究
五百
事実
住宅
二百
」ヒ
グループ
違反
駅
開発
購入?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
え
(チ)
(あたま)
述
(くに)
(さき)
――?
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0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
順位  語   語種 度数 パー ミル  順位  語   語種 度数 パー ミル
290
298
298
298
298
298
298
298
298
298
298
298
309
309
309
309
309
309
309
309
809
318
318
318
318
318
318
318
318
318
327
327
327
327
327
327
327
47
46
46
46
46
46
46
46
46
46
46
46
45
45
45
45
45
45
45
45
45
44
44
44
44
44
44
44
44
44
43
43
43
43
43
43
43
0.5
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
327
327
327
337
337
337
337
337
337
343
343
343
343
343
343
343
343
343
352
352
352
352
352
352
352
352
352
352
352
352
352
352
352
352
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
暴力
可能
会長
今 (コン )
参加
処理
対策
提出
党
同 じ
同署
予定
業
施設
乗用
場合
新
真須美
・ト
方針
たち
まま
顔
記者
起きる
行 く
初めて
同日
発表
ちゃん
一部
検討
再
剤
事情
接待
体 (タイ) K
中心     K
方 (かた) W
2人     W
めぐる    W
市民    K
周辺    K
大蔵    W
付近    K
センチ   G
以降    K
使用    K
指摘    K
私     W
取る    W
年度    K
発見    K
本     K
%      G
いい     W
うえ    W
カレー   G
力月くか月>K
ヒ素    K
影響    K
決める   W
券     K
作業    K
小 (ショウ)K
乗客    K
責任    K
多い    W
代表    K
明らか   W
?
?
?
?
?
?
?
今回
?
?
?
?
?
?
?
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
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新聞社会面の語彙
3_2.語種別使用率
語種別使用比率を次に掲げる (図1)。日につくのは、漢語使用率の高さ
である。延べで約55%、異なりで約50%である。漢語使用率が高くなるその
理由としては、新聞記事という媒体の特異性が考えられる。ちなみに、佐竹・
岸本 (1998)によれば、第一面の語彙は、漢語が、延べ63_2%、異なり53
5%、和語が、延べ28.0%、異なり27.2%であった。社会面の方が、第一
面より漢語使用率がやや低く、その反面、和語使用率がわずかに高くなって
いる。社会面の方が、若干、平易なことばを使用している傾向にあると言え
そうだ。また、その他についても、延べ、異なりともに社会面の方が使用率
が高い。これは、ひとつには前述したようにアラビア数字が多く用いられる
ようになったためと、もうひとつには、事件 ‐事故の報道には固有名詞が不
可欠な要素であることが影響していると考えられる。
図1 語種別使用率
(延べ ) (異な l,,
M
0.6 (%)
3.3.月間トビックス
ここまでは、新聞社会面ではどのような語彙が使用されているのか、1年
間全体について見てきた。そこで次は、月ごとに特徴的な語彙をあげていく。
社会面の特色として、世相を表す語彙が頻繁に出現するのかどうかを見てい
こうというものである。その方法として、全体の上位300位までの語彙と、
月別の上位150位までの語彙を比較して、重複しない語彙を取り出すことに
?
‐
W
30.4
W
27.6
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二〇 〇
する。その作業によって抽出された語彙は、いわゆる世間を騒がし、頻繁に
報道された事件や事故と結びつく、つまり、その月を象徴する語彙である可
能性が高い。以下、それらの語彙を表すとともに、その語彙が集中して使用
されていた事件を、簡単にまとめていくこととする。
く 1月>
順位 彙  頻度
1 大蔵   21
2 接待   15
3    野†す        11
5 シンナー 9
・現職の大蔵省検仝官が金融検査をめぐる汚職事件で,'捕される。
・大蔵省冗高官が天下り先で野村証券などに接待を要求したとして、収賄容
疑で逮捕される.
・大阪府堺市で起きた通 り魔事件の容疑者はシンナー常習者である少年だっ
たことが判明。
く2月>
順位  語彙 頻度  順位 彙  頻度  順位  語彙  頻度
1 新井   16   5 接待  9   8 脅迫    7
2 五輪   15   5 中学  9   8 鏡    7
3  ナイフ   12   7  1航空  8    8  公半lj  7
3 長野   12   8 滑り   7   8 男子   7
・新井将敬衆院議員が、日興証券からの利益供与事件にからみ自殺。
・長野冬季五輸が開幕。
・ナイフを使った、男子中学生による殺傷事件が相次いで起こる。
・大手企業が、検査などで便宜をはかってもらうため、官僚を接待。
・長野冬季五輪を統括・運営する国際オリンピック委員会と、長野冬季五輸
組織委員会に対して、脅迫状が届いていた。
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く3月>
順位  語彙 頻度  順位  語彙  頻度  順位  語彙  頻度
1  日銀    15    3  高橋‐  10    7  券  9
2  山-     13     3  接.待     10     8  ′営業   8
3 行為   10   3 付近  10   8 顧客  8
・日本銀行の営業局幹部が民間銀行から接待を受けた収賄容疑で逮捕される。
‐山一証券が、複数の頂客企業に対して一任勘定取引を行い、損失を簿外処
理していたことが発覚。
・阪神高速道路の偽造回数券が大量に出回る。
く4月>
順位  語彙 頻度  順位  語彙  頻度  順位  語彙  頻度
1   ダイオキシン  17     6  淡路    12    10  豊能     9
2 移植   16   7 焼却   11   12 ごみ   8
3 施設   13   7 炉   11   12 すべて  8
3 組合   13   9 臓器   10   12 検察   8
3 大橋   13   10 控訴  9
・ごみ焼却施設豊能郡美化センターで、ダイオキシンが発生していたことが
判明。
‐臓器移植が、法律施行前に行われていたとして、医師数人が告訴される。
・明石海峡大橋が完成 し、神戸淡路鳴門自動車道の全線が開通した。
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く5月>
順位  語彙 頻度  順位  語彙  頻度  川貞位  語彙  頻度
1 核    30   6 渡辺   10   11 割   8
2 実験   17   8 向かう   9   11 厚生  8
3 インド  16   8 東大阪  9   11 上   8
4 広島   12   8 年金   9   11 生活   8
5 原爆   11   11 たち    8
6  パキスタン  10    11  やる     8
・広島・長崎両市がニューデリーで原爆展を開催中、インドが核実験を実施
する。
・パキスタンでも地下核実験に踏み切る。
・東大阪市長が鋳物製造会社の常勤社員を装って厚生年全を不正に受給 して
いたことが明るみになる。
く6月>
順位  語彙 頻度  順位  語彙  頻度  順位  語彙  頻度
1 %    12   3 総会  10   9 業   8
2  戦     11   6  税   9    9  今回  8
3  客     10   6  操   9    9  代表  8
3 設計   10   6 大橋   9
・サッカーのワールドカップ開幕。日本対アルゼンチン戦が注目される。
・企業の株主総会が、集中して開催される。
・東大阪市の大橋元公室長が、清水前市長の選挙資金にからむ政治資金規正
法違反事件で大阪府警に逮捕され、有罪判決を受ける。
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く7月>
順位  語彙 頻度  順位  語彙  頻度  順位  語彙  頻度
1  自民   20   4 大学
2 首相   12   8 候補
2 選挙   12   9 記者
4 小測   11   9 和解
4 証紙   11   11 起きる
4 選    11   11 教授
・参院選で自民党が惨敗。
・橋本龍太郎首相が辞任。
・自民党18代総裁に小渕氏が決まる。
11
10
9
9
8
8
11
11
11
11
11
橋本
剤
食べる
水道
政治
く8月>
順位  語彙 頻度  順位  語彙  頻度  順位  語彙  頻度
1 毒物   22   8 君   10   10 信号   9
2 青酸   19   8 混入   10   16 ちゃん  8
3  ヒ素    16   10 いずれも 9   16 +トリウム  8
4 カレー  13   10 -部  9   16 ポット   8
4 中毒   13   10 化合  9   16 警視   8
6 新潟   11   10 各   9   17 症状   8
6 支店   11   10 剤   9
・和歌山市園部で、毒物がカレーに混入された事件が起こる。
・和歌山市園部の毒物事件は青酸ではなく、ヒ素による中毒と判明。
・本材加工業「ザイエンス」新潟支店で、ポットにアジ化ナ トリウムが混入
された事件が発生。
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く9月>
順位  語彙 頻度  順位  語彙  頻度  順位  語彙  頻度
l NEC   15   5 高知  11   9 交渉  9
2 通信   13   7 上野  10   9 設置  9
3 調本   12   7 東洋  10   13 自動  8
3 返納   12   9 映画  9   13 捜索  8
5 センチ  11   9 減額   9
・防衛装備品納入に絡む東洋通信機の過大請求が発覚した直後から、NECの
防衛事業担当幹部が防衛庁調達実施本部 (調本)と東洋通信機との返還額
減額交渉に深くかかわっていた実態が明らかになる。
・調本の背任事件で元副本部長の上野憲一容疑者が、元NEC防衛事業推進室
長に減額の算定を依頼していたことが分かる。
・映画監督の黒沢明さんが亡くなる。
<10月>
順位  語彙 頻度  順位  語彙  頻度  順位 彙  頻度
1 真須美  18   6 NEC   10   9 電子  9
2 健治   14   6 社員  10   12 ヒ素  8
3 障害   13   6 役員  10   12 疑惑  8
4 診断   12   9 つくる  9   12 決める  8
4 林    12   9 検討   9   12 考える  8
・林真須美・健治容疑者が、実際よりも重度の障害を装い、医師に診断書を
書かせたなどとして、保険金詐欺疑惑で逮捕される。
‐防衛庁背任事件で、NECの子会社、通信機器メーカー「ニコー電子」の過
大請求をめぐって、同庁調本の元副本部長が不正に返納額を減額していた
疑いのあることが分かる。
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く:1月>
順位  語彙 頻度  順位  語彙  頻度  順位  語彙  頻度
1 会計   15   4 公開  9   4 村井   9
2 監査   12   4 航空  9   4 予定   9
3 採用   11   4 受け取る 9   11 教諭   8
4 検証   9  ・4 証言   9
・三田工業の監査役である村井会計士が、前社長から、粉飾決算を黙認し、
監査報告書に適法であるとの意見をつけるよう不正な依頼をされたうえ、
わいろを監査報酬名目で受け取った疑いで逮捕される。
・和歌山市の職員採用にからむ汚職事件で市長が逮捕される。
・和歌山市園部の夏祭り会場で起きた毒物カレー事件で、和歌山県警捜査本
部が現場検証を行う。
くi2月>
順位  語彙 頻度  順位  語彙  頻度  順位  語彙  頻度
1 真須美  21   5 決める   8   9 依頼    7
2 中島   14   5 奈良  8   9 監督    7
3 日撃   10   5 福岡  8   9 原告   7
4  カレー   9   5 明らか  8   9 子     7
・林真須美容疑者が、カレー鍋の近くに一人でいたことが、住人に目撃され
ていた。
・中島洋次郎衆院議員が受託収賄罪容疑で逮捕される。
・「古都奈良の文化財」が世界遺産に登録される。
以上、月ごとに特徴的な語彙を挙げて、その語彙に関係する事件・事故を
簡単に羅列した。
一つの語彙が、①「ある事件に関してのみ使用されている場合」もあるし、
②「別々の事件等にばらついて使用されている場合」もある。ここでは①の
場合をトビックスとして取り上げた。
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12か月の中で、特徴的な語彙が20語以上現れたのは8月のみであった。8
月には、和歌山市と新潟市で毒物を用いた事件が相次いで起き、死傷者が出
たことで、連日新聞紙 卜をにぎわせたことは記憶に新しい。しかも、8月に
特徴的な語彙として抽出されたものは、ほとんどがそれらの事件に関係する
ものである。また、 1位である「毒物」(度数22)は、全体の中では度数36
(400位)であり、6割強が8月に集中して使用されていることが分かる。
ところで、日本漢字能力検定協会が、その年の世相を表す漢字を年末に一
般公募しているが、1998年は「毒」であった。これは、8月に1位であった
「毒物」と同じ意味にとらえてよいと考えられる。つまり、それだけ人々に
とって、和歌山市と新潟市の出来事が印象深い事件であったことが推測され
る。一般の人々が、感覚やイメージで選んだ漢字と、計量的に調査した新聞
語彙の結果の一部とが、偶然にも一致したのである。
4.おわりに
今回の調査では、月ごとに特徴的な語彙を抽出・分析することにおもな力
点を置いた。その結果、事件・事故に関する語彙が浮かび上がり、それらに
よって、1998年の移り変わりが確認できたと言える。
最後に、語彙表、語種別使用率も合め、細かい数値などは多少修正すべき
ところもあり、100%の精度ではないことを書き添えておく。
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コンピュータメデイアと読書
一国語科における情報教育3-
市 ,II  真 文
読書とメディア
コンピュータはしばしば道具として意識されることが多い。知的生産の道
具としてであれ、従来のカードや帳簿、ノートの代替物としてであれ、われ
われの活動の道具と捉えることには変わりがない。そしてこの道具によって、
われわれの活動はわれわれ自身の固有の限界をなにがしかのりこえることが
可能となっている。この意味からも、コンピュータの本質はメデイアである
といえよう。しかも、既存のさまざまなメディアをシミュレートするメタ・
メデイアとみなすことができる。したがつて、コンピュータ上での読書を考
えるには、既存のメディアと読書とのかかわりが一つの視点となる。
この点についてケリクホヴの考察は示唆に富む。ケリクホヴは、
私たちが情報の意味や内容を把握するのは、主に私たちの心のなかで
イメージをはたらかせることによってである。私たちが読む言葉を理解
するには、それをイメージに変えなければならない。
と述べ、続けてリチャード・シナトラの教育心理学上の研究を援用した後、
私たちはものを読むとき、「心のなかで意味付け(make sen""饉m)」
をしなければならない。これは想像力で意味を充満させるだけでなく、
想像の過程を制御する主要な手段でもあって、私たちが教育と生活の長
い期間を通じて書物によつて培っているものである。
と、読書行為が、まさに読書行為を通してわれわれの諸能力を統御する術を
形成してくことを指摘する。そして、読書と精神との深いかかわりを次のよ
うに言手う。
読書の体験は自律的な精神の活動を非常に忠実に反映するものであり、
自我の概念および個人のアイデンテイテイ意識の発展が主として読書か
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ら生じるということは当然のように思われる。
だが、こうした自明とも思える連関が、今日変容 しつつあることも、ケリク
ホヴは見逃してはいない。
整理された ―連の文字を読んでいる間、読み手の心はいかようにも組
み立てられる。世界が書物だけで支配されていたとき、私たちの心理的
な経験には「内部」と「外部」があった。外部の領域は公的、集目的な
もので、固定され、「客観的」であった。それは法律、教育、科学など
により制度化されたが、あなた方や私たちの内部領域は、私的、個人的、
主観的なものにとどまっていた。しかし、ラジオやテレビなどの「生の」
メディアが、外的な情報処理のベースを加速、複雑化、強化し、私的と
公的の区別を不明瞭にし始めた。印刷されたものを読むことが真に私的
な経験であるならば、ラジオを聴き、テレビを見、コンピュータに取 り
組むことはそうではなくなる。
書物というメデイアが優勢であった時代、読書という行為は「私的な」経
験を組織して、近代的自我を育ててきた。だから、社会の情報化が急速に進
行するなかで、書物以外のメディアが、「内部」と「外部」、「主観」と「客
観」、「個人」と「集団」に区別のあいまいな中間領域を持ち込んだという指
摘が正しいならば、近代的な読書観がゆらぐことになる。
バーカーツは、現代のメディアと精神の状況について収支決算を行ってい
るが、これによれば、これまでの読書行為の基底となるいくつかの徴が欠如
してしまう。
ポスト・モダニズム的なエレクトロニクスの利益には、個人にとり、
次のような点が含まれるといえる。0く大状況〉の自覚の増大、相互関
係の驚くべき複雑さを可能にする世界的な見通し⑤神経能力の拡張、同
時的に広範な刺激物に適応する能力(c)古い性癖の侵食傾向を助長し、し
ばしばみずからを寛容と表現するような状況の相対的理解③事務的な
(事実に即した)気負いのない心構え、新しい状況や準備を進んで試み
ること。
他方、損失の欄には0断片的な時間感覚、いわゆるく持続体験〉(わ
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れわれが夢想と結びつけるあの深層現象)の喪失(b)注目範囲の減少と持
続的な検討に対する一般的ないらだち(c)制度・組織に対する、また、従
来は主観的追経験を表現した説明的叙述に対する不信(d)過去との、累積
的なあるいは集合的な過程としての生き生きした歴史意識との絶縁(e)地
理的な場所と共同体からの絶縁(f)一切の個人的、集合的な未来の明確な
理想像の欠如が挙げられる。
柔軟に広範で複雑な状況に対応する能力の拡張という利点を認めつつも、
断片的な時間感覚、主観的追体験への不信、したがって歴史意識や共同体と
の絶縁が指摘されている。いうならば、書物を通じて生の深みへ垂直的に降
りてゆくような読書が不可能な状況になりつつあるということでである。
クローリーは、広範なコミュニケーションの状況におけるコンピュータの
未来について、「このメデイアが私たちの時代に、および私たちの多くが生
きて見るすぐ近くの未来に、どんな諸結果をもたらすかに思い切った判断を
下すのは、容易な仕事ではない。」としつつも、
ベニガーは、コンピュータの最大の衝撃は、いまのところ他のメデイ
アにたいしてであつたと述べている。他のあらゆるコミュニケーション
と情報のメディアの産物をディジタル化するコンピュータの能力は、コ
ンピュータを二十一世紀における新しい「普遍的メディア」とするだろ
うと彼は論じている。これは、コンピュータが既存の個別のコミュニケー
ション様式を、技術的には同一のものとして扱うことができるからであ
る。こうして数字、言葉、絵、音はコンピュータによリデイジタルに記
号化され、貯蔵され、あるいは伝送され、さらに要求に応じてオリジナ
ルを仮想模写として再現することができる。
と述べている。たしかに、コンピュータが情報をデジタル化することで、既
存の諸々のメディアを統合し、「普遍的メデイア」となることはまちがいな
いだろう。このときコミュニケーション、そして読書ではどのような事態が
おきるのだろうか。
クローリーは、コミュニケーションメディアの歴史を踏まえ、コンピュー
タと従来のメディアとが併存する状況にあって、「コンピュータの進化は一
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つの技術の進化であり、それは可動活字印刷のように、他の技術に影響を及
ぼし、そして次に他の技術によって影響され」、こうした新旧のメディアの
相互作用のなかから新しいメデイアとコミュニケーション行動が誕生すると
いう。読書についても、コンピュータと書物との交渉の中から、新たな読書
行動が形成されると考えられよう。と同時に、コンピュータ自体も、古いメ
デイア、たとえば書物と相互作用を行いつつ、われわれにとって欠かせない
メディアとして進化することが可能である。
事実、パーソナルコンピュータは、その概念モデルの開発段階から、書物
と読み書きをアナロジーとして、その機能を考えてきた。この点での先導的
研究者の一人アラン・ケイは、77年の論文で、パーソナルコンピュータの概
念を最初に述べている。
パーソナル・コンピュータは、コミュニケーション用メデイアの最新
の例と見なせる。人類が言葉を使いはじめて以来、情報を保存、検索、
加工する方法はつねに数多く存在してきた。外部のメディアは、他人に
伝えるために内的な思考をとり出したり、フイードバック・プロセスに
よって、思考がたどる経路を形作るのに役立ってきた。デジタル・コン
ピュータは本来、計算処理を行うために設計されたものだが、記述可能
なものなら、どんなモデルでも詳細にシミュレートする能力があるため、
シミュレーションの方法が適切に記述されているかぎり、メデイアとし
てのコンピュータは、他のいかなるメディアでもシミュレートできるこ
とになる。しかも、紙の上のマークも、キャンバスの絵の具も、テレビ
の映像も、見る側の要求にしたがって変化することはない、という事実
に端的に示されるように、従来のメデイアは受動的なものだったが、コ
ンピュータ・メデイアは能動的で、問い合わせに応答し、実験に反応す
ることができるうえに、ユーザーを双方向の会話に参加させることすら
できる。
ここでアラン・ケイは、コンピュータに、計算処理のための機械よりは、
コミュニケーション・メディアとしての可能性を見ている。コミュニケーシ
ョンの長い歴史を通じて、「情報を保存、検索、加工する方法」、思考過程を
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制御 し構築するメデイアはたくさんあった。コンピュータも、もちろんこの
うちの一つである。だが、他のメデイアをシミュレートするという点でコン
ピュータはメタ・メデイアと呼ばれる資格がある。さらには、情報の可塑性
があり、文字言語はもちろんそれ以外のさまざまなメデイアを同時にあつか
いうるという意味でマルチメデイアなのである。
ケイのアイデアの出発点は、書物とノー トと読書にあった。それらが統合
された、本のように手軽で簡単に操作できる情報端末の可能性と必要性を、
ダイナブツク (D"濃book,Pesonal■)y alnic Medlaの意味をこめた造語)
の設計をとおして提案したのである。これが、パーソナルコンピュータの原
形となった。そして、この開発過程で明瞭になっていった、コンピュータが
インタラクテイブ性を備え、複数のメデイアを制御でき、情報の可塑性を保
障するメタ・メデイアであること、これが、書物との大きな違いである。
コンピュータが書物をシミュレー トしているかぎりにおいては、コンピ
ュータ上での読書も、書物の読書と異なるところはないだろう。だが、コン
ピュータ・メディアがその本質に明確な形を与え、インタラクテイブな操作、
その結果としての情報の編集を実現したシステムの上で展開される読書は、
従来の読書と大きく変わることになろう。読むという行為は、あらかじめ書
かれたテキス トという構造を意味に変換する過程であるといえる。書物とい
うメデイアを対象とする読書は構造が不変であることを前提としているが、
コンピュータ・メデイアの上では構造は可変だからである。
ハイパーテキストと読書
アラン・ケイのいうインタラクテイブなマルチメデイアをソフトウェアシ
ステムの上で構想したのが、ハイパーテキス トンステムである。これは、情
報を統合する手法で、とくに、コンピュータ上で、情報を保存・管理・運用
する際のゆるやかなシステムを指す。ハイパーテキス トのアイデアは、ケイ
のパーソナルコンピュータより早く、テッド・ネルソンが66年に提唱してい
る。このシステムは、当初は書かれた ドキュメントを相互にリンクする方法
のことであった。今日では、テキス トだけでなく、絵、音声、ビデオ、アニ
コンピュータメデイアと読書
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メ~ンヨンなどをモジュール化し、リンクさせ、モジュール間を自由に移動
できるようにしたシステムとなっている。
メイヤーは、ハイパーテキストについて
ハイバーテキスト・システムを前にしたとき、ハイパーテキス トとい
う方法は、図書館司書のような人たちにこそよく理解されるものだとい
うことがわかる。それは、彼らがライブラリコレクションのなかで常に
リンクを確立 しようと努力しているからだ。すなわち、一冊の良書は他
の書物へと導き、 ‐人の著者は他の著者へと導き、そして ―つの事実は
他の視点や解釈へと導く,
と述べているが、これは適切で理解しやすいたとえである。事実、司書なり
ずとも、精粗・大小の違いはあっても、われわれは書物のリンクの114の日の
中にいる。書物と書物、書物と著者、著者と著者、事実情報と書物など、さ
まざまな関係付けを読書行為をとおして行いつつ、またその関係の網の中で、
われわれは何かを読んでいる.
このことを視覚的に確認するには注釈書が最適である。注釈書には、テキ
ス トと関係付けられた注や解釈が書き込まれ、しかも、傍注、頭注、割り注
など、空間を分割することでさまざまな異なる層の注釈がテキストに結びつ
けられている。これは、われわれの読書行為の軌跡の俯殿図と言つてよい.
そして、ハイパーテキス トによる書物は、まず、これまでの本と読書の電子
版として機能しうる。メイヤーは、この点を次のように述べている.
一方で、子どもたちは、解釈に必要なコンテクストが欠如したまま、
読書していることがある。ハイパーテキストは、読者に必要なバックグ
ラウンド・インフォメーションにアクセスできるようにすることで、こ
の不足しているコンテクス トを提供することができる。ハイパーテキス
トのリンクを構築する能力を利用することで、詩や物,1といった文字の
一部や百科事典の1項目からはじめて、背景的知識や関連づけられた情
報の網の日を作 り上げることができる。く中略〉本は、主要なオリジナ
ルのテキス トを含んでいるが、欄外の余白は、その本の沿革や解釈の成
果の一片をテキス トに付け加ぇている.読者は、余自の注記を追ってゆ
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くこともできるし、テキストを読んでいる間、余白を意識の外に置くこ
ともできる。こうした傍注は、初期の手書き文書の読み書きに重要な役
割を果たしたが、ハイパーテキストは傍注の電子的な形式となりうるだ
ろう。
このように、ハイパーテキストによる電子ブツクは、拡張されたテキスト、
リツースによって支援されたテキストを作りだすことが可能である。これは
基本的に本に見られる特質、1線形性、連続性は維持されており、ただテキス
トの完結性がゆるくなっていて、そこに、注釈や解釈など他のテキストが介
在する余地を作り出している。その意味で、拡張されたテキストであるし、
従来であればバックグラウンドに置かれているリツースがテキストとの関係
をあらわにしているテキストと言える。
だが、ハイパーテキストは、既存の書物の電子化だけではなく、ハイパー
テキストブックという形式を産み出してゆく。これは、注釈書のようにテキ
ストと注釈との関係付けが一義的に与えられているのではない。複数のテキ
ストとそれらにかかわるリツース、すなわち別のテキスト、絵、音楽、動画
などのゆるいまとまりによるハイパーテキストブックの読書について、メイ
ヤーは次のように述べている。
自動車、馬、古代エジプトといったテーマに大きくまとめられたリツー
スの固まりは利用価値が高い。それらは物語としてまとまってはいない
けれど、リツースをプラウジングすることはとても楽しい。どのような
リツースを取り入れるか、ベージの上でどこに配置するかといった点は
著者が決定する。しかしながら、読者は、経験やリツースのテキスト以
外の情報からその価値を判断し、リソースやテキスト相互間をどのよう
に結びつけたらよいのか定めなくてはならない。ハイパーテキストブッ
クの真ん中からでも、初めからでも、終わりからでも、どこからでも読
みはじめて構わないし、ずっとリソースを探索していってもいい。著者
によって形作られた構造は最小限であるから、読者による選択可能性が
広がる。それぞれの読者がまったく異なった読み方をすることが可能な
のである。
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こうした読み方をプラウジングと読んでいるが、ハイパーテキストブック
の読書資料としての構造は、プラウジングによつて定まる後成的なものであ
る。ブックと言いながら、それは書物というよりは、書物のリンクの網と見
るほうが適切であって、プラウジングとは、著者によって最小限構築された
構造に、テキストやリツースを関係づけていく行為だからである。したがっ
て、一つのハイパーテキストブックがさまざまな読み方をされる、すなわち
読書資料としてのテキストの構造がさまざまに存在するということになる。
この根底には、あらかじめ定まっているテキストの構造が最小限であり、
テキストの拘束力によって読み進むことが不可能に近いというテキストの制
約がある。つまり、テキストはその完結性も、線形性も、連続性も保障され
ていない。むしろさまざまな物語世界を構築する可能性だけが与えられてい
るといえる。
ハイパーテキストとプラウジングの意義について、メイヤーは簡潔に指摘
している。
ハイパーテキストブックによるこうした読み方は、事実上、著者や読
者、読書の概念を変容させているのである。ブラウジングという読み方
は、一人ひとりの読者に異なった作品をもたらすことになるから、読者
は著者と創作の過程を共有することになるのである。
「読者は著者と創作の過程を共有する」とは、従来の読書論でも述べられ
てきたことではある。だが、ハイパーテキストにあつては、たんに行為の水
準でのことでなく、読書資料として現実の形態をとる。そして、なかなか明
瞭に意識できない読書行為の本質に否応なく目を向けさせ、読書行為を変容
させることになる。
ハイパーテキストの読書類型
ハイパーテキスト上での読書はどのように展開されるのであろうか。レヴ
インらは、中学生を対象とした短編物語の読書行動の分析にもとづいて、ハ
イパーテキスト上での読書行動を6つの類型に分けている。
①スキミング:読んだり探求したりするにはあまりにも速すぎるスピー ド
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②点検する
③読   む
④反応する
⑤探求する
⑥再検討する
で、テキス トを通り抜けてゆく。
システマテイックにテキストやリツースを移動し、それら
を点検 してはいるが、読んだり反応したりしているのでは
ない。
ベージを開いて、テキストを読むのには十分な時間をかけ
ているが、l,ソー スはほとんどあるいはまったく利用しな
い。
リツースにアクセスするが、テキス トの読みと関係付けら
れた方法でリツースが呼び出されているわけではない。
ベージごとに、テキス トを読むのに十分な時間をとって、
システマテイックにテキス トを移動してゆき、またリツー
スもテキストと統合した方法で利用している。
テキス トを再読したり、あるいは利用可能なリツースに再
度アクセスしたりする。
コンピュータメデイアと読書
第1の「スキミング」は、ざっと上澄みをすくうように、全体のおよその
内容を把握する読み方で、「点検する」読みとは、テクストの一定の範囲に
どのようなリソースがあるか、調べ、確めてゆく読み方である。いわゆる読
むこと、すなわちテキストを追うことで先に進んでゆく読み方が「読む」に
相当する。「反応する」というのは、テキストよりもむしろさまざまなリツー
スに読みの中心がおかれているもので、何度も同じリツースにアクセスした
り、物語の進行と関係なくリツースの利用が行われたりする。「探求」とい
うのは、読みの目的を設定し、それに合目的的にテキストやリソースを統合
して、読んでゆく読み方で、「再検討」の読みとは、一通り読み終えたあと、
主要なテキストとリツースを再び利用する読み方である。
ハイパーテキストでの読書行動は、レヴインらによれば、「少なくとも2
つの重要な次元」すなわち「一つは、ハイパーテキストとの相互作用の程度
に比例する次元であり、もう一つは、リソースの使用とテキストの読みとを
統合する程度に比例する次元」によって変異を生みだす。それは、
-51-
たとえば、「③読む」パター ンはきわめて非対話的であり、そしてリ
ツースと統合的でもない。電子の「ベージ」をめくるときにだけコン
ピュータと相互作用しただけであり、さらには、リツースが手助けす
るように設計されたページと統合するような仕方で有用な拡張機能に
アクセスすることもなかった。これと対照的に、「⑤事栞求する」パター
ンは対話的であり統合的でもある。ページをめくるのと同様に、心覚
えを記録したリリツースにアクセスしたりするために、コンピュータ
との相互作用がはかられた。さらにはさまざまな拡張機能の利用はテ
キストの読みと統合され、ベージになじみのない言葉が現れればその
定義が呼び出され、理解の程度を見るために解釈の自己評価の質問が
利用され、発見したことは傍注に記録されていった。
といつたように、先の2つの次元の深まりに応じて6類型が生じる。
しかしこれらは、発達の段階というよりは、読教の局面におけるヴァリエー
ション見ることができ、それぞれの読みのパターンが機能分担をはたしてい
るといっ。
生徒たちのハイパーテキストの読みのパターンを時間を追って物語を
通して調査した結果、異なった時に異なったパターンを適用しているこ
とがわかった。たとえば、何人かの生徒は、テキストやリツースを時間
をかけて「③読む」か「⑤探求する」前にハイパーテキスト文書全体を
「②点検する」ことをしたがった。あるいは、リツースにアクセスした
り再読したりするためにテキストを読み返しながらあちこちに立ちl卜ま
って「③再検討する」ことで読書を終えようとしたがった。
つまり、ハイパーテキストでみられる読書行動は、書物によって培われた
読書行動を機軸としつつ、そこに他のテキストやバックグラウンドリソース
を統合してゆくことで形作られている。しかも全体の読書の局面において合
日的に読書行動のパターンが選択適用される、機能的な読書行動なのである。
むろん書物をメデイアとする読書でも機能的な読書行動は展開されるわけだ
が、それが可能なかぎり拡張されているといえる。
また、レヴインらはハイパーテキストの読者像について「一連の研究を通
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して、3種類の読者像を見っけだすことができた。すなわち、本愛好家、探
求家、そしてリツース中毒者である。」と述べているが、この読者のプロフ
ィー ルは、ハイパーテキストの構造を理解し、テキストとリツースを統合し、
機能的な読書が展開できるかどうかによつて理解することができるだろう。
本愛好家は、システムを表面的に利用するだけであつた。物語を読み
はじめた当初はリツースを利用していても、急速にリツースヘのアクセ
スが減少する。そして彼らは物語を線形的な方法で読んでゆく傾向が認
められた。本愛好者は一般的に彼らが読んだものは理解できているが、
物語のより素晴らしいそして微妙な点を把握することには失敗しがちで
あった。
ハイパーテキストの操作やテキスト・リツースの構造把握が弱い場合には、
ハイパーテキスト上であっても、書物による読書と変わらない、むしろ単純
なテキストの表層の解釈だけに終わるプロフィールをもつ読者、本愛好家が
生まれる。一方で、書物による読書の特質である線形性・連続性の意識が希
薄になるとテキストが興味の焦点から外れ、バーカーツが憂慮した断片化し
た読み、リツース利用に傾斜したプロフィールを持つ読者、リツース中毒者
が生まれることになる。それは
読者の最後のタイプ、リツース中毒者はハイパーテキストシステムの
まっとうな利用者ではない。彼らはたいてい物語の大半を読みそこなっ
ていて、その代わり、利用可能なリツースに夢中になってひたすらアク
セスし続けた。
という事態になる。ハイパーテキストの読者として望ましいのは、「探求家」
であり、その読書行動の特徴は
彼らはさまざまな異なったタイプのリツースにアクセスし、物語を読
んでいる間中、有用な手がかりを活用し続けた。非常に詳細にそして正
確に物語を再現することができた。そしてリツースがもたらす示唆は、
彼らに物語の理解と記憶の支援となっていた。
とされる。まさに「これに対し、探求家はハイパーテキスト環境での読書の
熟達者であった。」ということになる。
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コンピュータメディアとリテラシー
コンピュータメディアによる読書は、読書資料としてのテキストと読書能
力について、その概念の変更をせまる可能性を秘めている。
本というメディアにあっては、テキストは、完結性、線形性、連続性を備
えていたが、コンピュータメディアではこれらは保障されない。ハイパーテ
キストに典型的に見られるように、テキストはオブジェクト化し、他の種々
のオブジェクトとの関係の網の目の上で機能しているにすぎない。このとき、
限定されたテキストに対する垂直方向への深まりを追及する従来の読書は可
能だろうか。こうしたメデイアを利用する行為を、私たちは読書と呼べるだ
ろうか。メイヤーやレヴィンの研究に従えば、ハイパーテキストにおいても
読書は成立する。だが、そのためには、書物の読書に見られるプライベート
な時間と空間を確保することがますます必要になる。その中で、従来の読み
の技能、とくに表現の深みに沈潜してゆく読みの力を養うことが必要になる
だろう。
一方で、ハイパーテキストの読書に見られたように、コンピュータメディ
アでの読書技能は、従来の読みの技能とハイパーテキストシステムにかかわ
る技能から形成されている。後者の技能は、テキストが存在する構造に対す
る知識と情報単位オブジェクトの構成法、テキストやリツースを合目的的に
統合する仕方、多面的にテキストを取り扱いテキストを効果的に再構築する
方法などからなる。さらに、コンピュータメディアのリテラシーとは、メデ
イア操作能力、解釈力、表現力が一体化したもので、読者が自身の想像・創
造力を駆動力に、メデイアとの相互作用を継続する力であるといえよう。こ
こにいたってコンピュータメデイアは新しい読書の局面を切り開くことにな
るといえる。
参考文献
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